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運用報告書（全体版） 

先進国高格付国債ファンド
（ラップ向け） 

 

 
 

第３期（決算日：2016年12月６日） 
 

 
 
 
 
 
 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、お手持ちの「先進国高格付国債ファンド

（ラップ向け）」は、去る12月６日に第３期の決算を

行いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上

げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／内外／債券 

信託期間 2025年６月６日まで（2015年５月29日設定）

運用方針 

先進国高格付国債マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、日本を含む先進国の国債等
に実質的な投資を行い、利子収益の確保およ
び値上がり益の獲得をめざします。 
マザーファンド受益証券の組入比率は高位を
維持することを基本とします。 
実質組入外貨建資産については、原則として
為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をは
かります。 
マザーファンドの債券等（為替ヘッジのため
に行う外国為替予約取引等を含みます。）の運
用にあたっては、三菱ＵＦＪアセット・マネ
ジメント（ＵＫ）に運用の指図に関する権限
を委託します。 

主要運用対象 

ベ ビ ー
ファンド 

先進国高格付国債マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー
ファンド 

日本を含む先進国の国債等を主
要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー
ファンド 

外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー
ファンド 

外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
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先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ日本国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中
騰 落 率

(円ベース)
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2015年５月29日 10,000 － － 339.78 － － － 10

１期(2015年12月７日) 9,937 0 △0.6 343.98 1.2 96.7 － 1,077

２期(2016年６月６日) 10,239 0 3.0 368.86 7.2 94.2 － 7,993

３期(2016年12月６日) 10,082 0 △1.5 360.47 △2.3 98.9 － 7,121
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） シティ日本国債インデックス（円ベース）は、シティ世界国債インデックス（円ベース）のサブインデックスです。シティ世界国債イ

ンデックス（円ベース）は、Citigroup Index LLCにより開発、算出および公表されている、世界主要国の国債の総合収益率を各市場の

時価総額で加重平均した債券インデックスです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

（ 参 考 指 数 ）
シティ日本国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率

 騰 落 率 ( 円 ベ ー ス ) 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2016年６月６日 10,239 － 368.86 － 94.2 －

６月末 10,358 1.2 374.05 1.4 95.9 －

７月末 10,427 1.8 370.36 0.4 95.2 －

８月末 10,400 1.6 365.78 △0.8 97.1 －

９月末 10,381 1.4 365.84 △0.8 96.2 －

10月末 10,328 0.9 364.69 △1.1 96.8 －

11月末 10,149 △0.9 361.95 △1.9 97.4 －

(期  末)   

2016年12月６日 10,082 △1.5 360.47 △2.3 98.9 －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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先進国高格付国債ファンド（ラップ向け） 

 
運用経過 

 
当期中の基準価額等の推移について （第３期：2016/６/７～2016/12/６）
 
基準価額の動き 基準価額は期首に比べ1.5％の下落となりました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

基準価額の主な変動要因 
 

上昇要因 債券利子収入を獲得したことなどが基準価額の上昇要因となりました。 

下落要因 組入債券価格が下落したことなどが基準価額の下落要因となりました。 

第３期首 ： 10,239円 
第３期末 ： 10,082円 
（既払分配金 0円）
騰落率 ： -1.5％ 
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4 

先進国高格付国債ファンド（ラップ向け） 

 
投資環境について （第３期：2016/６/７～2016/12/６）

  
◎債券市況 
・先進国高格付国債市場では、2016年６月下旬に実施された英国の国民投票において英国の
ＥＵ（欧州連合）離脱が選択されたことなどを受けて、世界経済の先行き懸念が高まった
ことなどを背景に、米国やドイツの金利は低下（債券価格は上昇）しました。 

・その後、期末にかけては、米国において労働市場が堅調に推移したことなどを受けて早期
の利上げ観測が高まったことや、米国で11月に実施された大統領選挙の結果を受けて、次
期政権による積極的な財政出動への期待感が高まったことなどを背景にインフレが加速す
るとの見通しが広がったことなどから、米国やドイツの金利は上昇しました。 

・期を通じてみると、米国の金利は上昇し、ドイツの金利は長期ゾーンを中心に上昇しまし
た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）現地日付ベースで記載しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）現地日付ベースで記載しております。 

 
 
当該投資信託のポートフォリオについて
  
＜先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）＞ 
・先進国高格付国債マザーファンド受益証券への投資を通じて、世界の先進国高格付国債を
高位に組み入れたほか、実質組入外貨建資産については、為替ヘッジを行い為替変動リス
クの低減を図る運用を行いました。 

 
＜先進国高格付国債マザーファンド＞ 
基準価額は期首に比べ1.3％の下落となりました。 
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5 

先進国高格付国債ファンド（ラップ向け） 

・投資対象である国債の各国／満期グループ（ユニバース）の中で、銘柄選定時点の最終利
回り、ローリングイールドおよびヘッジコストを基に、金利中立的なシナリオの下で円建
ての期待リターンが最も高い５つのグループから選択した銘柄を組み入れました。組入外
貨建資産については、為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低減を図ったため、為替市況
の変動が基準価額に与える影響は限定的となりました。 

・期首よりスイスの７－10年、スウェーデンの５－７年と７－10年、シンガポールの５－７
年と７－10年を組み入れています。期中の定期リバランスにおいては、組入グループの変
更はありませんでした。 

・前記のような運用を行った結果、債券利子収入を獲得したことなどがプラスとなったもの
の、組入債券価格が下落したことなどがマイナスとなり、基準価額は期首に比べて下落し
ました。 

  
 
(ご参考) 
利回り・デュレーション（平均回収期間や金利感応度） 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
・数値は債券現物部分で計算しております。 
・最終利回りとは、個別債券等について満期まで保有した場合の複利利回りを加重平均したものです。 
・直接利回りとは、個別債券等についての表面利率を加重平均したものです。 
・利回りは、計算日時点の評価にもとづくものであり、売却や償還による差損益等を考慮した後のファンドの「期待利回

り」を示すものではありません。 
・デュレーションは、債券価格の弾力性を示す指標として用いられ金利の変化に対する債券価格の変動率を示します。 
・デュレーション調整のため、債券先物を組み入れることがあります。この場合、デュレーションについては債券先物を

含めて計算しています。 

 

当該投資信託のベンチマークとの差異について
  
・当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。 

・参考指数はシティ日本国債インデックス（円ベース）で
す。 

 
 
 
 

期首（2016年６月６日） 

最終利回り 0.7％

直接利回り 2.0％

デュレーション 6.4年

期末（2016年12月６日） 

最終利回り 0.9％

直接利回り 2.2％

デュレーション 6.6年
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6 

先進国高格付国債ファンド（ラップ向け） 

 
分配金について 

  
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表
の通りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、
信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。 
 
 
【分配原資の内訳】 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

第３期 
項 目 

2016年６月７日～2016年12月６日

当期分配金 － 

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 － 

 当期の収益以外 － 

翌期繰越分配対象額 223 
 
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と

は異なります。 
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま

す。 

 

今後の運用方針 
  
＜先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）＞ 
◎今後の運用方針 
・マザーファンドへの投資を通じて、世界の先進国高格付国債を高位に組み入れ、利子収益
の確保および値上がり益の獲得をめざすほか、実質組入外貨建資産については、為替ヘッ
ジを行い為替変動リスクの低減を図る運用を行います。 

 
＜先進国高格付国債マザーファンド＞ 
◎今後の運用方針 
・投資対象である国債の各国／満期グループの中で、銘柄選定時点の最終利回り、ローリン
グイールドおよびヘッジコストを基に、金利中立的なシナリオの下で円建ての期待リター
ンが最も高い５つのグループから選択した銘柄を組み入れる運用を行う方針です。また、
組入外貨建資産については、為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減を図る運用を行いま
す。 

 
 

― 5 ―

02_657689_コメント_10pt.indd   5 2017/01/20   17:27:36



品 名：03_90003_261277_003_02_先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）_657689.docx 

日 時：2017/1/20 17:28:00 

ページ：6 

 

― 6 ― 

先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）

○１万口当たりの費用明細 (2016年６月７日～2016年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 23  0.221 (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率× 
           （期中の日数÷年間日数） 

 （ 投 信 会 社 ） (18)  (0.177) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書
等の作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 3)  (0.028) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等 
の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 2)  (0.017) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

（b） そ の 他 費 用 6   0.055  (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） ( 1)  (0.008) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用 

 （ そ の 他 ） ( 5)  (0.045) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 29   0.276   

期中の平均基準価額は、10,340円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2016年６月７日～2016年12月６日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円
先進国高格付国債マザーファンド 5,356,260 5,889,000 6,064,365 6,729,000

 
 
 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）

○利害関係人との取引状況等 (2016年６月７日～2016年12月６日) 

 

＜先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜先進国高格付国債マザーファンド＞ 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替先物取引 159,781 － － 217,223 3,174 1.5

為替直物取引 64,750 2,983 4.6 5,414 － －

平均保有割合 12.8%   
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行です。 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況  

期首残高(元本) 当期設定元本 当期解約元本 期末残高(元本) 取引の理由 

百万円 百万円 百万円 百万円  
10 － 10 － 当初設定時における取得とその処分 

 

○組入資産の明細 (2016年12月６日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円

先進国高格付国債マザーファンド 7,280,115 6,572,010 7,106,314
 
 
 

マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。 

 

  

利害関係人との取引状況 

親投資信託残高 
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先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）

○投資信託財産の構成 (2016年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

先進国高格付国債マザーファンド 7,106,314 99.0

コール・ローン等、その他 71,823 1.0

投資信託財産総額 7,178,137 100.0
 

（注） 先進国高格付国債マザーファンドにおいて、期末における外貨建純資産（105,600,937千円）の投資信託財産総額（112,747,064千円）

に対する比率は93.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１スイスフラン＝112.77円 １スウェーデンクローネ＝12.44円 １シンガポールドル＝80.09円  
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先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 7,178,137,910  

 コール・ローン等 31,823,472  

 先進国高格付国債マザーファンド(評価額) 7,106,314,438  

 未収入金 40,000,000  

(B) 負債 56,712,420  

 未払解約金 31,059,631  

 未払信託報酬 25,423,994  

 未払利息 45  

 その他未払費用 228,750  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 7,121,425,490  

 元本 7,063,553,467  

 次期繰越損益金 57,872,023  

(D) 受益権総口数 7,063,553,467口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,082円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 7,806,930,532円 

期中追加設定元本額 6,407,691,074円 

期中一部解約元本額 7,151,068,139円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0082円です。 
 

○損益の状況 (2016年６月７日～2016年12月６日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 △      7,124  

 受取利息 127  

 支払利息 △      7,251  

(B) 有価証券売買損益 △ 97,333,439  

 売買益 69,262,063  

 売買損 △166,595,502  

(C) 信託報酬等 △ 25,652,744  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △122,993,307  

(E) 前期繰越損益金 35,880,353  

(F) 追加信託差損益金 144,984,977  

 (配当等相当額) (   71,725,084) 

 (売買損益相当額) (   73,259,893) 

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 57,872,023  

(H) 収益分配金 0  

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 57,872,023  

 追加信託差損益金 144,984,977  

 (配当等相当額) (   79,215,720) 

 (売買損益相当額) (   65,769,257) 

 分配準備積立金 78,686,554  

 繰越損益金 △165,799,508  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 

②分配金の計算過程 

項 目 
2016年６月７日～ 
2016年12月６日 

費用控除後の配当等収益額 42,806,201円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円

収益調整金額 79,215,720円

分配準備積立金額 35,880,353円

当ファンドの分配対象収益額 157,902,274円

１万口当たり収益分配対象額 223円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円

③「先進国高格付国債マザーファンド」の信託財産の運用の指図に係る権限の全部または一部を委託するために要する費用として、信託財産

に属する同親投資信託の信託財産の純資産総額に対し年10,000分の12.5以内の率を乗じて得た額を委託者報酬の中から支弁しております。 
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先進国高格付国債ファンド（ラップ向け）

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 

 
［ お 知 ら せ ］ 

①信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）ため、信用リスク集中回避のための投資制限の追加およびこれに伴う

投資制限の記載の変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2016年９月６日） 

②2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復興

特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われます。））

の税率が適用されます。 

 



品 名：90003_290723_004_03_先進国高格付国債マザーファンド_657690.docx 

日 時：2017/1/13 14:31:00 

ページ：1 

 

 

― 1 ― 

先進国高格付国債マザーファンド290723 

 

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額

( 参 考 指 数 )
シティ日本国債インデックス 債   券

組 入 比 率
債   券 
先 物 比 率 

純 資 産
総 額

 
期 中
騰 落 率

(円ベース)
期 中
騰 落 率

(設定日) 円 ％ ％ ％ ％ 百万円

2012年12月20日 10,000 － 319.99 － － － 5,124

１期(2013年12月６日) 9,768 △2.3 327.38 2.3 97.7 － 10,848

２期(2014年12月８日) 10,514 7.6 338.14 3.3 97.8 － 12,021

３期(2015年12月７日) 10,599 0.8 343.98 1.7 96.9 － 19,564

４期(2016年12月６日) 10,813 2.0 360.47 4.8 99.1 － 105,627
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） シティ日本国債インデックス（円ベース）は、シティ世界国債インデックス（円ベース）のサブインデックスです。シティ世界国債イ

ンデックス（円ベース）は、Citigroup Index LLCにより開発、算出および公表されている、世界主要国の国債の総合収益率を各市場の

時価総額で加重平均した債券インデックスです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

 

  

先進国高格付国債マザーファンド 

《第４期》決算日2016年12月６日 

[計算期間：2015年12月８日～2016年12月６日] 

「先進国高格付国債マザーファンド」は、12月６日に第４期の決算を行いました。 

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第４期の運用状況をご報告申し上げます。 
 

運 用 方 針 

日本を含む先進国の国債等に投資を行い、利子収益の確保および値上がり益の獲得をめ
ざします。投資する国債等（日本国債を除きます。）は、原則として取得時において最
上位格付けを取得しているものに限ります。銘柄選定にあたっては、最終利回り、イー
ルドカーブおよび為替ヘッジコスト等を勘案して決定します。組入外貨建資産について
は、原則として為替ヘッジを行い為替変動リスクの低減をはかります。債券等（為替ヘッ
ジのために行う外国為替予約取引等を含みます。）の運用にあたっては、三菱ＵＦＪア
セット・マネジメント（ＵＫ）に運用の指図に関する権限を委託します。 

主 要 運 用 対 象 日本を含む先進国の国債等を主要投資対象とします。 

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資割合に制限を設けません。 
 

― 11 ―
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先進国高格付国債マザーファンド

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額

( 参 考 指 数 )
シティ日本国債インデックス 債   券 

組 入 比 率 
債   券
先 物 比 率

 騰 落 率 ( 円 ベ ー ス ) 騰 落 率

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％

2015年12月７日 10,599 － 343.98 － 96.9 －

12月末 10,589 △0.1 346.66 0.8 95.5 －

2016年１月末 10,743 1.4 351.89 2.3 99.1 －

２月末 10,860 2.5 358.99 4.4 95.7 －

３月末 10,963 3.4 362.95 5.5 98.0 －

４月末 10,866 2.5 367.01 6.7 96.7 －

５月末 10,857 2.4 368.61 7.2 97.0 －

６月末 11,088 4.6 374.05 8.7 96.0 －

７月末 11,166 5.3 370.36 7.7 95.2 －

８月末 11,142 5.1 365.78 6.3 97.3 －

９月末 11,126 5.0 365.84 6.4 96.4 －

10月末 11,073 4.5 364.69 6.0 97.0 －

11月末 10,884 2.7 361.95 5.2 97.6 －

(期  末)   

2016年12月６日 10,813 2.0 360.47 4.8 99.1 －
 

（注） 騰落率は期首比。 

（注） 「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 

 

○運用経過 
●当期中の基準価額等の推移について 

◎基準価額の動き 
基準価額は期首に比べ2.0％の上昇となりました。 

 

  
(注） 参考指数は期首の値をファンド基準価額と同一になるよう指

数化しています。 

●投資環境について 

◎債券市況 

・ 先進国高格付国債市場では、期首から2016年６

月にかけて、米国の利上げ観測が後退したこと

や日本や欧州で追加金融緩和策が実施されたこ

とに加え、６月下旬に実施された英国の国民投

票において英国のＥＵ（欧州連合）離脱が選択

されたことなどを受けて、相対的に安全資産と

される国債への需要が高まったことなどを背景

に、米国やドイツの金利は低下（債券価格は上

昇）しました。 
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先進国高格付国債マザーファンド

・ その後、期末にかけては、米国において労働市

場が堅調に推移したことなどを受けて早期の利

上げ観測が高まったことや、米国で11月に実施

された大統領選挙の結果を受けて、次期政権に

よる積極的な財政出動への期待感が高まったこ

となどを背景にインフレが加速するとの見通し

が広がったことなどから、米国やドイツの金利

は上昇しました。 

・ 期を通じてみると、米国の金利は上昇した一方、

ドイツの金利は低下しました。 

 

◎為替 
・ 組入外貨建資産については、為替ヘッジを行い、

為替変動リスクの低減を図りました。 

 

●当該投資信託のポートフォリオについて 
・ 投資対象である国債の各国／満期グループ（ユ

ニバース）の中で、銘柄選定時点の最終利回り、

ローリングイールドおよびヘッジコストを基に、

金利中立的なシナリオの下で円建ての期待リ

ターンが最も高い５つのグループから選択した

銘柄を組み入れました。組入外貨建資産につい

ては、為替ヘッジを行い、為替変動リスクの低

減を図ったため、為替市況の変動が基準価額に

与える影響は限定的となりました。 

・ 期首にはカナダの７－10年、スウェーデンの７－

10年、シンガポールの３－５年、５－７年と７－

10年グループの銘柄を保有していましたが、

2015年12月中旬の定期リバランス時にはシンガ

ポール３－５年およびカナダ７－10年グループ

に替えて、スウェーデン５－７年およびデン

マーク７－10年グループを組み入れました。

2016年３月下旬の定期リバランス時にはデン

マークの７－10年グループに替えて、スイスの

７－10年グループを組み入れました。６月下旬・

９月下旬の定期リバランスにおいては、組入グ

ループの変更はありませんでした。 

・ 前記のような運用を行った結果、組入債券価格

が上昇したこと、債券利子収入を獲得したこと

などを受けて、基準価額は期首に比べて上昇し

ました。 

 

○今後の運用方針 
・ 投資対象である国債の各国／満期グループの中

で、銘柄選定時点の最終利回り、ローリングイー

ルドおよびヘッジコストを基に、金利中立的な

シナリオの下で円建ての期待リターンが最も高

い５つのグループから選択した銘柄を組み入れ

る運用を行う方針です。また、組入外貨建資産

については、為替ヘッジを行い為替変動リスク

の低減を図る運用を行います。 
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先進国高格付国債マザーファンド

○１万口当たりの費用明細 (2015年12月８日～2016年12月６日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率

  円 ％  

（a） そ の 他 費 用 7  0.061 (a)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (2)  (0.018) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用

 （ そ の 他 ） (5)  (0.043) 信託事務の処理等に要するその他諸費用 

 合 計 7   0.061   

期中の平均基準価額は、10,946円です。  

 
（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 

 

○売買及び取引の状況 (2015年12月８日～2016年12月６日) 

 

 

 買 付 額 売 付 額 

外 

国 

  千カナダドル 千カナダドル 
カナダ 国債証券 － 40,244 

  千スイスフラン 千スイスフラン 
スイス 国債証券 199,505 7,002 

  千スウェーデンクローネ 千スウェーデンクローネ 
スウェーデン 国債証券 3,291,071 169,709 

  千デンマーククローネ 千デンマーククローネ 
デンマーク 国債証券 267,888 274,562 

  千シンガポールドル 千シンガポールドル 
シンガポール 国債証券 653,172 246,217 

 
（注） 金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。） 

 

  

公社債 
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先進国高格付国債マザーファンド

○利害関係人との取引状況等 (2015年12月８日～2016年12月６日) 

 

区       分 
買付額等 

Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
為替先物取引 224,044 － － 310,151 3,334 1.1

為替直物取引 106,576 3,111 2.9 18,849 － －
  
 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
東京ＵＦＪ銀行です。 

 

○組入資産の明細 (2016年12月６日現在) 

 

(Ａ)外国(外貨建)公社債 種類別開示 

区    分 

当 期 末 

額面金額 
評  価  額 

組入比率
うちBB格以下
組 入 比 率

残存期間別組入比率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満

 千スイスフラン 千スイスフラン 千円 ％ ％ ％ ％ ％

スイス 165,400 187,267 21,118,185 20.0 － 20.0 － －

 千スウェーデンクローネ 千スウェーデンクローネ   

スウェーデン 2,871,700 3,340,789 41,559,427 39.3 － 39.3 － －

 千シンガポールドル 千シンガポールドル   

シンガポール 508,200 524,267 41,988,608 39.8 － 39.8 － －

合 計 － － 104,666,220 99.1 － 99.1 － －
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注） 組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。 

（注） 評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

  

利害関係人との取引状況 

外国公社債 
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先進国高格付国債マザーファンド

(Ｂ)外国(外貨建)公社債 銘柄別開示 
 

銘         柄 

当 期 末 

利  率 額面金額 
評  価  額 

償還年月日
外貨建金額 邦貨換算金額 

スイス ％ 千スイスフラン 千スイスフラン 千円  

  国債証券 1.25 SWISS GOVT 240611 1.25 85,700 95,783 10,801,529 2024/６/11

   1.5 SWISS GOVT 250724 1.5 79,700 91,484 10,316,655 2025/７/24

小 計 21,118,185  

スウェーデン 千スウェーデンクローネ 千スウェーデンクローネ   

  国債証券 1.5 SWD GOVT 231113 1.5 771,300 842,105 10,475,790 2023/11/13

   2.5 SWD GOVT 250512 2.5 704,100 828,004 10,300,378 2025/５/12

   3.5 SWD GOVT 220601 3.5 1,396,300 1,670,679 20,783,258 2022/６/１

小 計 41,559,427  

シンガポール 千シンガポールドル 千シンガポールドル   

  国債証券 2.125 SINGAPORGOV 260601 2.125 43,000 42,011 3,364,660 2026/６/１

   2.375 SINGAPORGOV 250601 2.375 101,000 100,949 8,085,045 2025/６/１

   2.75 SINGAPORGOVT 230701 2.75 127,700 132,041 10,575,227 2023/７/１

   3 SINGAPORGOVT 240901 3.0 108,000 113,184 9,064,906 2024/９/１

   3.125SINGAPORGOVT 220901 3.125 128,500 136,081 10,898,767 2022/９/１

小 計 41,988,608  

合 計 104,666,220  
 

（注） 邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 

○投資信託財産の構成 (2016年12月６日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％

公社債 104,666,220 92.8

コール・ローン等、その他 8,080,844 7.2

投資信託財産総額 112,747,064 100.0
 

（注） 期末における外貨建純資産（105,600,937千円）の投資信託財産総額（112,747,064千円）に対する比率は93.7％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

以下の通りです。 

１スイスフラン＝112.77円 １スウェーデンクローネ＝12.44円 １シンガポールドル＝80.09円  
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2016年12月６日現在) 

項 目 当 期 末 

  円

(A) 資産 210,777,242,087  

 コール・ローン等 7,269,977,315  

 公社債(評価額) 104,666,220,955  

 未収入金 98,035,572,505  

 未収利息 550,181,820  

 前払費用 255,289,492  

(B) 負債 105,149,529,751  

 未払金 105,109,519,436  

 未払解約金 40,000,000  

 未払利息 10,315  

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 105,627,712,336  

 元本 97,685,259,651  

 次期繰越損益金 7,942,452,685  

(D) 受益権総口数 97,685,259,651口

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,813円
 
＜注記事項＞ 

①期首元本額 18,458,347,724円 

期中追加設定元本額 89,225,465,887円 

期中一部解約元本額 9,998,553,960円 

また、１口当たり純資産額は、期末1.0813円です。 
 

○損益の状況 (2015年12月８日～2016年12月６日) 

項 目 当 期 

  円

(A) 配当等収益 1,031,717,577  

 受取利息 1,032,642,658  

 支払利息 △       925,081  

(B) 有価証券売買損益 △ 2,160,688,718  

 売買益 9,539,445,293  

 売買損 △11,700,134,011  

(C) 保管費用等 △    33,705,610  

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 1,162,676,751  

(E) 前期繰越損益金 1,106,031,363  

(F) 追加信託差損益金 9,032,044,113  

(G) 解約差損益金 △ 1,032,946,040  

(H) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ) 7,942,452,685  

 次期繰越損益金(Ｈ) 7,942,452,685  
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注） (G)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約価額

を差し引いた差額分をいいます。 
 

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額） 

三菱ＵＦＪ アドバンスト・バランス（安定型） 752,846,558円 

三菱ＵＦＪ アドバンスト・バランス（安定成長型） 866,311,461円 

先進国高格付国債ファンド（ラップ向け） 6,572,010,024円 

ＭＵＡＭ 先進国高格付国債ファンド（適格機関投資家転売制限付） 39,031,719,991円 

ＭＵＫＡＭ 先進国高格付国債ファンド2016-05（適格機関投資家転売制限付） 13,507,756,997円 

ＭＵＫＡＭ 先進国高格付国債ファンド2016-09（適格機関投資家転売制限付） 16,103,849,275円 

ＭＵＫＡＭ 先進国高格付国債ファンド2016-10（適格機関投資家転売制限付） 12,388,234,236円 

ＭＵＫＡＭ 先進国高格付国債ファンド2016-11（適格機関投資家転売制限付） 8,462,531,109円 

合計 97,685,259,651円 

 
［ お 知 ら せ ］ 

信用リスクを適正に管理する方法を新たに定める（分散型に分類）ため、信用リスク集中回避のための投資制限の追加およびこれに伴う

投資制限の記載の変更を行い、信託約款に所要の変更を行いました。 

（2016年７月１日） 
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